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考えられる (片野  1998，長谷川  1998)．このことは，田園生態系の高次消費者である鳥
類の多様性の衰退をも招き，たとえば水田がもつサギ類の餌場としての機能が著しく低下
したことが明らかになっている(Lane & Fujioka 1998，中島ほか  2006)． 
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